日本的経営における動機づけ的側面の分析 by 下崎 千代子












































































































































































































































日本的な自我構造の基本的な特徴といえよう。J (南博著『日本的自我JI p. 5) と述べ，こうし
(注)
た自我の不確実感は日本人に決定不安をもたらし 「それは結局，自己の責任においてする自
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(注 1 ) 企業価値とは特定の企業内での価値感を意味している。













































































































































期待理論では，ある行動を選択するかどうかはE (期待値) xV (誘意価)の大きさにより
決められるわけであるが，誘意価は行動の結果についての魅力度であるので，これまで欲求
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